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６月議会開かれる
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議
会
活
動
日
誌

■６月議会開かれる■

全国市議会議長会・東海市議会議長会から功労者表彰
第2回定例会閉会後、道下議長より表彰状が伝達されました。

▲

 

後
藤
壽
太
郎 

議
員

▲
 

上
谷　

政
明 

議
員

６月９日～６月 30 日、平成 �3 年第２回定例会を開き、補正予算１件、
繰越明許の報告１件、財団法人等の経営状況報告５件、意見書２件、
その他６件を審議・決定しました。

日　

時

場　

所

会　

議　

名　

等

５
月
20
日
（
金
）

も
と
す
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

５
月
27
日
（
金
）

郡
上
市

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
議

５
月
31
日
（
火
）

も
と
す
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

６
月
２
日
（
木
）

議
会
運
営
委
員
会

６
月
９
日
（
木
）

全
員
協
議
会

本
会
議
（
開
会
）

６
月
13
日
（
月
）

議
会
運
営
委
員
会

６
月
15
日
（
水
）

日
比
谷
公
会
堂

第
８７
回
全
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会

６
月
20
日
（
月
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

全
員
協
議
会

６
月
21
日
（
火
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
23
日
（
木
）

糸
貫
分
庁
舎

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会

６
月
24
日
（
金
）

総
務
企
画
委
員
会
協
議
会

６
月
27
日
（
月
）

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会

６
月
29
日
（
水
）

議
会
運
営
委
員
会

６
月
30
日
（
木
）

全
員
協
議
会

本
会
議
（
閉
会
）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

７
月
４
日
（
月
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

７
月
６
日
（
水
）
根
尾
文
化
セ
ン
タ
ー

第
２
６
６
回
岐
阜
県
市
議
会

議
長
会
議

７
月
11
日
（
月
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

７
月
14
日
（
木
）

鳥
取
県

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員

連
盟
定
期
総
会

７
月
19
日
（
火
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
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日本国内において森林を外国人が買収した事例が判明し、地元住民からは、乱開発されると水源が
危ないなど不安の声が上がっている。
こうした状況を受けて、我が本巣市は市域の 86％にあたる面積 32,262ha の森林を有し、根尾川源流
をかかえ、下流域の生活水源であるとともに、農業用水の水源でもある。また、伊勢湾を中心とした
漁業者へも大きな役割も担っている。岐阜県では、「森林・水資源保全対策研究会」を設置し、外国資
本による森林売買に関する情報や実態の把握及び水資源の保全を巡る諸問題に係る情報の収集や共有
が行われているところである。
一方、我が国の森林法においては、１haを超える森林を開発する場合は都道府県知事の許可が必要

とされている。しかしながら、外国資本による森林などの土地取得に対する規制はなく、外国人や外
国法人が日本人と同様に土地を所有できることとなっている。また、外国資本による森林などの土地売
買を把握するための制度が存在しないため、その実態把握が困難な状況となっている。さらに、我が
国では、森林などの保有状況を把握する統計が未整備であるため、森林などの土地の取得や利用に関
するルールづくりの遅れが指摘されている。
近年、世界的な水需要のひっ迫を背景に森林や水資源の争奪戦は世界規模で進行しており、今後も
外国資本による森林の買収が拡大し続けた場合、無秩序な伐採による景観破壊、水源地である森林の
乱開発による水質の悪化及び、地下水くみ上げによる水資源の枯渇など、森林の適切な管理や水資源
の保全に重大な影響を及ぼすことが懸念されている。
よって、国におかれては、外国資本による森林などの土地売買の実態を正確に把握するとともに、
森林の適切な管理及び水資源の保全という観点から、森林などの土地の取得及び開発行為を規制する
ための法整備を早期に図ることを強く求める。
以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

東日本大震災から３ヶ月半が過ぎ、被災地では、次第に復興への歩みが進みつつありますが、東京
電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質の汚染問題は解決の見通しすらたたない状況が続い
ており、被災地復興の最大の障壁となっています。
放射性物質の放出による住民の被ばく、飲料水や農畜水産物の汚染は県域を越えて広域的かつ深刻

な被害をもたらし、農畜水産業のみならず観光業や商工業にも多大な損害を及ぼしています。さらに
これに伴う日本製品に対する風評被害は、日本経済再生への大きな足かせとなっています。
そもそも原子力発電は国がその安全性を全面に保障し、立地・周辺自治体の協力を得ながら推進し

てきた国の政策です。その事故処理や安全対策はもとより、エネルギー政策の在り方についても国が
包括的かつ最終的な責任を負うべきです。
また、政府・与党では、復興財源を確保するためとして増税論議が当然のごとく浮上しており、さ

らに、これを消費税の増税として恒久化するという案すら主張されていますが、震災によって疲弊の
極みにある現在の経済状況の中で、安易に増税を行うことは、日本経済を一層の不況へと導く恐れが
あり、強く反対するものです。まずは復興に向けた道筋を明らかにすべきであり、その上で、政策効果
に疑問が持たれているような事業の廃止・縮減を優先して財源捻出を図るべきです。
震災からの復興を果たしていくためには、日本経済全体が活性化すること、そして、全ての国民が、
不安を抱くことなく、未来に向けた明るいビジョンを共有し、その実現に向けて一致協力していくこと
が不可欠です。
よって、国におかれては、次の措置を講ずるよう地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
１　震災からの復興に向け、被災者の立場に立つ国民共有のビジョンを早期に示すこと。
２　国の責務として、原子力発電所事故の収束に向けた工程をあきらかにし、着実に推進すること
とあわせ、持続可能な自然エネルギーの本格的導入、低エネルギー社会にむけて、国をあげてと
りくむこと。
３　復興財源については、安易に増税を行うことなく、政策の再点検による財源捻出を優先させる
こと。

■国に対する意見書を提出■

意見書を可決議員提案による

外国資本による森林の買収問題に対する適切な対応を求める意見書

東日本大震災からの復興にむけ国民共有のビジョンの早期提示等を求める意見書
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2 3 年度補正予算　
■ 23 年度補正予算など決まる■

　など決まる
　議決された議案

繰越明許の報告 　

　・22 年度本巣市一般会計繰越明許費繰越計算書

経営状況の報告
　○本巣市土地開発公社　　○財団法人織部の里もとす　　○財団法人 NEO 桜交流ランド
　○財団法人 NEO ふるさと財団　　○株式会社うすずみ特産

そ の 他
　・本巣市固定資産評価員の選任　　　　　青木　一也　氏（副市長）　 ………………  全員賛成
　・本巣市農業委員会委員の議会推薦
　　　　　　　　　　福田しげ子　氏　　　大 由美子　氏
　　　　　　　　　　富田　義隆　氏　　　島田　克葊　氏

専決処分
　・本巣市税条例の一部改正……………………………………………………………………  全員賛成
　・本巣市国民健康保険条例の一部改正………………………………………………………  全員賛成
　・本巣市国民健康保険税条例の一部改正……………………………………………………  賛成多数
　・公用車の事故に係る損害賠償（２件） ……………………………………………………  報　　告

本巣市では、議員の調査研究
に対する経費として、月額２万
円の政務調査費が交付されます。
政務調査費の使途については
調査研究活動の実績報告書及び
収支報告書を年度終了後に議長
に提出することになっています。
平成 22 年度は議員 18 名のう
ち、17 名が政務調査費の交付
を受け、総額約 327 万円が支出
されました。

政務調査費の使途を公表します
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　一般会計補正予算（第1号）（賛成多数）

2831万円増額補正　総額１４６億２８３１万円
主な内容

歳 入
国庫補助金…………………………………………………………………………………………１０万円
・地域生活支援事業費補助金 ( 補助率 1/2)　 コミュニケーション支援事業に対する補助金の増額
県補助金…………………………………………………………………………………………３３６万円
・地域生活支援事業費補助金 ( 補助率 1/4) 　コミュニケーション支援事業に対する補助金の増額
・ぎふクリーン農産物販売促進事業補助金 ( 補助率 1/3)
　園芸特産振興会いちご部会のぎふクリーン農産物販売促進に対する補助金
寄付金　１件（安藤文庫）………………………………………………………………………２００万円
繰入金（財政調整基金繰入金）………………………………………………………………２０００万円

歳 出
障害者福祉費………………………………………………………………………………………２１万円
　コミュニケーション支援事業の増額（聴覚障がい者世帯への手話通訳者派遣）
農業振興事業………………………………………………………………………………………１３万円
　ぎふクリーン農産物販売促進事業補助金の新規計上
富有柿の里管理費………………………………………………………………………………１７６万円
　施設の一部を子どもセンターとして一時的に使用するために必要な整備
都市計画総務費…………………………………………………………………………………５００万円
　住宅リフォームに伴う助成金の新規計上
小学校・中学校教育振興費（図書購入費）… ………………………………………………… ２００万円

　住宅リフォームに関する補正予算の全てを予備費に組替える、一般会計補正予算 (第 1号 ) に

対する修正案が提出され、賛成少数で否決されました。

2 3 年度補正予算　
■ 23 年度補正予算など決まる■

　など決まる

一色小学校では、２年生の生活科で夏野菜を育てています。子どもたち
の思いを尊重し、育てる野菜の種類は各自で決め、地域の農家のおばあさん
方に野菜の植え方や育て方などを直接教えてもらいました。今年はキュウリ、
オクラ、ミニトマトを育てています。大きく育った野菜をうれしそうに収穫
している子どもたちの笑顔がとっても素敵ですね。

表 紙
写 真
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Ｑ
■ 
防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
は
、
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
人
の

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
巣
市
に
お
い
て
も
、
い
つ
起
こ

る
か
予
測
で
き
な
い
災
害
に
備
え
、

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
三
本
の
柱
が

連
携
し
、
防
災
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

①
現
在
、
市
の
対
策
は中

島
・
総
務
部
長

Ａ
■ 

自
助
・
共
助
の
活
動
を
推
進

　

市
総
合
防
災
訓
練
や
防
災
講
演
会

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浸
水
地
域

や
土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
配
布
し

て
い
ま
す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
推
進
は藤

原
・
市
長

Ａ
■ 

新
た
な
支
援
の
拡
大
を

　

災
害
時
に
各
地
域
で
住
民
同
士
が

助
け
合
う
組
織
と
し
て
、
自
主
防
災

組
織
は
、
大
変
重
要
な
組
織
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
各
自
治
会
単
位
に
、

自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
、
災
害
時
の
備
蓄
資
機
材
の

購
入
や
訓
練
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
、
自
治
会
か
ら
の
報
告
を
踏
ま
え

自
主
防
災
組
織
活
動
に
対
す
る
新
た

な
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て
、
早
急
に

検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
■ 

市
営
バ
ス
サ
サ
ユ
リ
の
停
留
所

に
つ
い
て

　

バ
ス
を
利
用
し
た
く
て
も
、
バ
ス

停
が
遠
す
ぎ
て
不
便
な
地
域
が
あ
り

ま
す
。

①
現
状
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■ 

安
全
等
に
配
慮
し
決
定

　

停
留
所
の
場
所
に
つ
い
て
は
、集
落
、

公
共
施
設
の
設
置
状
況
や
道
路
の
構

造
な
ど
安
全
に
も
配
慮
し
決
定
し
て
い

ま
す
。

②
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

藤
原
・
市
長

Ａ
■ 

要
望
に
対
し
柔
軟
に
対
応

　

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
に
向
け
て
、
可
能
な
限
り
柔
軟

に
対
応
し
ま
す
。

  

臼
井 

悦
子
議
員

Q&A 9議員が一般質問に立つ

Ｑ
■　

本
巣
市
地
域
防
災
計
画
（
地
震

対
策
）
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
は
地
震
の
規
模
や

津
波
の
高
さ
及
び
原
子
力
事
故
の
す

べ
て
が
想
定
外
だ
と
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
、
本
市
計
画
を
早
急

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

①
想
定
震
度
を
５
弱
～
６
弱
で
計
画

し
て
い
る
が

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

国
や
県
に
お
い
て
地
震
予
知
の

見
直
し
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
市
民
の
善
意
と
支
援
の
輪
が
広
ま

る
中
、
防
災
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
と
強
化
は

Ａ
■　

危
険
箇
所
等
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
計
画
の

モ
デ
ル
案
を
提
示
し
、
各
組
織
に
お

け
る
計
画
の
策
定
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
に
つ
い
て

は
総
合
計
画
や
防
災
計
画
に
位
置
づ

け
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
育
成
は

高
田
・
企
画
部
長

Ａ
■　

セ
ン
タ
ー
は
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
15
種
別
等
の

活
動
と
登
録
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

を
創
設
し
育
成
に
努
め
ま
す
。

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
指
導

と
支
援
は

Ａ
■　

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
被
災
地
の
情
報
提
供
等
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

⑤
敦
賀
・
美
浜
等
の
原
発
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
策
は

　
　
　
　
　
　
　

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■

県
が
福
井
県
等
に
対
し
、
平
常

時
に
も
積
極
的
に
情
報
提
示
を
要
請

し
て
い
る
の
で
市
と
し
て
は
県
等
を

通
じ
た
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
■

今
夏
は
全
国
的
に
電
力
不
足
と

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
市
と
し

て
の
対
応
は

Ａ
■

４
庁
舎
の
１
６
０
ヶ
所
の
照
明

を
消
灯
し
、
冷
房
を
28
度
に
設
定
。

使
用
し
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
電
源

オ
フ
等
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

  

髙
田 

文
一
議
員



�

2011年8月1日　第31号■一般質問■

Ｑ
■ 

樽
見
鉄
道
新
駅
計
画
に
つ
い
て

　

大
垣
市
議
会
が
平
成
25
年
に
補
助

金
打
ち
切
り
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
は
今
後
の
鉄
道
計
画
に
大

き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
名
鉄
揖
斐
線

が
廃
止
に
な
っ
て
当
該
地
域
の
活
力

が
減
退
し
、
廃
線
を
惜
し
む
声
が
多

く
聞
か
れ
、
公
共
交
通
機
関
の
喪
失

が
地
域
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
は
、
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
外
山

地
区
、
根
尾
地
域
に
は
大
き
く
影
響

す
る
と
考
え
ま
す
。

①
合
併
特
例
債
を
用
い
て
、
横
屋
新

駅
を
本
巣
市
、
瑞
穂
市
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
予
算
額
は

藤
原
・
市
長

Ａ
■ 

50
億
円
以
上
の
工
事
費
が
必
要

に
な
る
と
さ
れ
て
ま
す
。

②
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
の
朝
夕
の
乗
客
は

９
０
０
０
人
あ
り
、
駐
車
場
の
心
配

も
要
り
ま
せ
ん
。
外
山
地
区
根
尾
地

域
の
未
来
は
開
け
る
と
考
え
ま
す
が

Ａ
■ 

巨
額
な
費
用
が
か
か
る
の
で
、

今
後
、
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
■ 

根
尾
川
浚
渫
に
つ
い
て

　

こ
の
問
題
は
、
過
去
に
度
々
質
問

を
し
ま
し
た
。

①
そ
の
後
の
浚
渫
計
画
の
進
捗
に
つ

い
て
は

坂
井
・
産
業
建
設
部
長

Ａ
■ 

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
根
尾

川
出
張
所
に
よ
る
と
「
木
曽
川
水
系

河
川
整
備
計
画
」
に
よ
り
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
地
域
の

意
見
を
反
映
し
た
要
望
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
根
尾
地
域
は
、
砂
防
ダ
ム
が
多
数

あ
り
、
満
杯
で
す
。
越
美
砂
防
事
務

所
へ
の
働
き
か
け
は

Ａ
■ 

大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
越
美
砂
防
事
務
所
へ
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

  

安
藤 

重
男
議
員

Ｑ
■　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
小
水

力
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
奨
励
金
に
つ

い
て

①
導
入
奨
励
金
に
つ
い
て

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

太
陽
光
発
電
に
奨
励
金

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
環
境
保
全
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
の
非
常
電
源
と
し
て

活
用
出
来
る
の
で
、
今
後
市
と
し
て
公

共
施
設
を
新
築
す
る
場
合
、
ま
た
、
既

存
の
施
設
に
も
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
の
住
宅
に
お
い
て
も
、
導
入
を
促

進
す
る
た
め
、
奨
励
金
制
度
の
創
設
を

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
拡
大
を

し
ま
す
。

　

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
一
般
家

庭
で
は
太
陽
光
発
電
に
比
べ
設
置
費
用

が
高
く
余
剰
電
力
の
買
い
上
げ
が
無
い

こ
と
や
、
水
利
権
の
問
題
、
河
川
法
等

の
手
続
き
な
ど
、
設
置
に
は
多
く
の
問

題
が
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

②
１
ｋ
ｗ
あ
た
り
の
奨
励
金
は

Ａ
■　

他
市
と
遜
色
な
く

　

県
内
各
市
町
の
補
助
金
額
は
２
万

円
か
ら
16
万
円
で
３
万
円
の
市
町
が

多
い
で
す
。

③
奨
励
金
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

Ａ
■　

早
い
時
期
に
実
施

　

電
力
の
供
給
不
安
が
今
後
長
い
時

期
続
く
こ
と
や
、
電
力
料
金
の
値
上

げ
が
考
え
ら
れ
る
の
で
早
い
時
期
に

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
■　

節
電
対
策
に
つ
い
て

　

今
後
新
築
又
は
改
築
す
る
公
共
建

物
に
つ
い
て
は

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

太
陽
光
発
電
・
省
電
力
蛍
光
灯
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入

　
今
年
度
新
築
す
る
本
巣
保
育
園
、

増
築
す
る
真
桑
小
学
校
は
節
電
に
配

慮
し
た
仕
様
と
し
て
お
り
、
本
庁
舎
は

避
難
誘
導
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
市
の
施
設
は
順
次
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
る
と
共
に
、
太

陽
光
発
電
の
導
入
や
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

遮
熱
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
な
ど
を
検
討

し
ま
す
。

  

髙
橋 

勝
美
議
員



�

2011年8月1日　第31号 ■一般質問■

Ｑ
■　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
防
災

対
策

①
無
料
耐
震
診
断
の
成
果
は

坂
井
・
産
業
建
設
部
長

Ａ
■　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
20
戸
と

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

②
自
治
会
が
備
え
る
防
災
備
品
の
補

助
は

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

自
主
防
災
活
動
事
業
補
助
金
が

備
品
購
入
や
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

③
防
災
無
線
と
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト

の
連
携
は

Ａ
■　

防
災
無
線
と
連
動
し
、
緊
急
地

震
速
報
発
令
は
自
動
放
送
さ
れ
ま
す
。

④
県
外
移
転
者
の
受
け
入
れ
は

Ａ
■　

一
戸
住
宅
は
原
則
一
年
間
無
料
で

提
供
で
き
ま
す
。
市
営
住
宅
・
雇
用

促
進
住
宅
も
入
居
で
き
ま
す
が
、
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
原
発
事
故
か
ら
得
た
教
訓
は

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
考
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

早
急
に
国
の
法
改
正
と
県
の
防

災
対
策
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
本
巣
市
は
既
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
に
よ
る
電
力
供
給
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
小
水
力
発
電
の
モ
デ
ル
事
業
・

新
規
の
保
育
園
に
太
陽
光
発
電
を
設

置
す
る
な
ど
活
用
拡
大
を
推
進
し
ま

す
。

Ｑ
■　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
の
営
業

休
止
に
つ
い
て

①
市
税
の
滞
納
等
、
今
後
は

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

地
方
税
法
等
の
規
定
に
基
づ
き

適
正
に
処
分
を
進
め
ま
す
。

②
周
辺
の
環
境
悪
化
、
対
応
策
は

Ａ
■　

商
業
施
設
周
辺
の
市
道
に
防
災

灯
を
設
置
し
ま
し
た
。
治
安
維
持
に

は
、
市
・
警
察
・
地
元
自
治
会
等
が

一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
■　

岐
阜
国
体
に
向
け
て
取
り
組
み
は

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

市
民
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
参
加

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
、
小
中
学

生
の
応
援
団
の
編
成
等
も
検
討
し
ま

す
。
ご
当
地
ミ
ナ
モ
を
啓
発
用
の
ぼ

り
旗
や
横
断
幕
に
描
き
「
淡
墨
桜
」

と
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

  

若
原 

敏
郎
議
員

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
市
の

防
災
計
画
見
直
し
の
際
に
考
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

Ｑ
■　

原
子
力
災
害
に
対
す
る
方
針
は

①
対
応
方
針
を
明
確
に

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
「
安
全

神
話
」
に
根
拠
の
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
防
災
計
画

に
原
子
力
災
害
の
位
置
づ
け
を
。

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

県
の
動
向
を
み
て
見
直
し

　

秋
口
ま
で
に
は
県
独
自
で
見
直
し
を

進
め
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
動
き
を
見

な
が
ら
、
見
直
し
ま
す
。

②
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を

　

文
部
科
学
省
の
原
子
力
の
「
安
全

神
話
」
に
基
づ
く
教
育
で
は
な
く
、

今
回
の
事
故
の
事
実
を
子
ど
も
達
に

知
ら
せ
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可

能
性
を
踏
ま
え
た
教
育
が
必
要
で
は
。

白
木
・
教
育
長

Ａ
■　

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
推
進

　

今
回
の
悲
惨
な
事
故
を
踏
ま
え
て

放
射
能
の
危
険
性
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
進
め

ま
す
。

Ｑ
■　

要
援
護
者
名
簿
な
ど
、
災
害
時

に
必
要
な
名
簿
作
成
を中

島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

災
害
時
に
は
提
供
も

　

災
害
時
の
救
助
や
安
否
確
認
の
た

め
に
必
要
な
場
合
は
、
地
域
住
民
の

名
簿
を
自
治
会
に
提
供
し
ま
す
。

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

Ａ
■　

支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討

　

要
援
護
支
援
シ
ス
テ
ム
、
支
援
マ
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
■　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
推
進
を

①
本
巣
市
の
耐
震
化
率
は

坂
井
・
産
業
建
設
部
長

Ａ
■　

20
年
度
で
６４
％
で
す

②
県
の
2７
年
目
標
は
９0
％
。
市
は

Ａ
■　

2９
年
目
標
で
９0
％
で
す

③
耐
震
化
推
進
の
取
り
組
み
は

Ａ
■　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
と
合
わ

せ
て
耐
震
化
を
推
進
し
ま
す

Ｑ
■　

避
難
場
所
の
安
全
性
は

　

避
難
場
所
で
あ
る
各
自
治
会
の
公

民
館
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
、
耐
震
診
断
が
必
要
で
は

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

必
要
と
考
え
ま
す

Ｑ
■　

災
害
時
の
議
会
対
応
、
地
域
防

災
計
画
に
位
置
づ
け
を

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

災
害
対
策
は
議
会
と
一
体
で

　

議
会
で
の
体
制
が
整
え
ば
、
情
報

共
有
等
連
絡
を
図
り
、対
応
し
ま
す
。

  

鵜
飼 

静
雄
議
員
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Ｑ
■　

本
市
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
や
所
属
課
の

提
案
が
ど
の
よ
う
に
市
政
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か

①
平
成
2１
年
度
か
ら
今
日
ま
で
の
職

員
の
提
案
状
況
と
実
績
に
つ
い
て

高
田
・
企
画
部
長

Ａ
■　

職
員
提
案
状
況
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
の
受
け
入
れ
に
係
る
提
案
を
趣

旨
採
択
し
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
市
の
宣
伝
並
び
に
観
光
振
興
に
も

繋
が
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
設
定
を

坂
井
・
産
業
建
設
部
長

Ａ
■　

観
光
協
会
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
■　

市
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

　

市
民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
に

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
改
善
を　

坂
井
・
産
業
建
設
部
長

Ａ
■　

危
険
性
・
緊
急
性
・
必
要
性
な

ど
通
学
路
改
善
会
議
を
開
催
し
改
善

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
道
路
幅
員
を
有
効
活
用
し
た
舗
装

整
備
を

Ａ
■　

計
画
的
に
整
備
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
対
応
と
し
て
総
点
検
を

図
っ
て
は
ど
う
か

Ａ
■　

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
・

地
域
の
方
か
ら
の
通
報
が
重
要
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
■　

本
市
の
防
災
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
等
に
よ
り

地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
等
を
守
る
と

と
も
に
安
全
、
安
心
を
図
る
た
め
に

①
防
災
計
画
の
再
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か

　

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

国
、
県
の
防
災
計
画
の
見
直
し

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
再
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
洪
水
対
策
と
し
て
の
中
小
河
川
の

整
備
と
今
後
の
対
応
は

　
　
　
　
　

坂
井
・
産
業
建
設
部
長

Ａ
■　

市
の
管
理
す
る
普
通
河
川
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
級
河
川
の
改
修
の
進

捗
度
合
い
と
合
わ
せ
て
効
率
的
な
整

備
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

  

江
崎 

達
己
議
員

Ｑ
■　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
及
び
被

災
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

被
災
地
・
石
巻
市
を
視
察
し
、
石

巻
市
長
・
県
会
議
員
・
被
災
さ
れ
た

市
民
と
接
し
、
こ
の
人
た
ち
の
提
言

を
も
と
に
質
問
し
ま
す
。

①
市
民
の
方
か
ら
多
く
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
赤
十
字
を
通
じ

て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
被
災
地
の
市
民
か
ら
は

「
義
援
金
が
届
い
て
い
な
い
」
と
の

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
市
長
さ
ん

は
、
赤
十
字
の
役
員
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
お
尋
ね
を
し
ま
す
。

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

義
援
金
は
赤
十
字
社
で

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
ま

し
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受

付
当
初
か
ら
義
援
金
箱
に
も
明
示
し

て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
へ
義
援
金
を
お

届
け
す
る
こ
と
で
実
施
し
、
領
収
書

も
日
本
赤
十
字
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
使
い
道
や
送
金
先
を
決
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
本
巣
市
民
の
方
も
被
災
地
に
お
も

む
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
に
対

し
市
独
自
の
支
援
を
し
て
は
ど
う
か

Ａ
■　

被
災
市
町
等
か
ら
市
に
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
、
す
で
に
登
録
者

も
含
め
、
市
民
に
広
く
参
加
を
募

り
、
宿
泊
や
食
事
等
の
費
用
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
負
担
い
た
だ
く
こ

と
を
前
提
に
、
現
地
ま
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輸
送
を
市
で
検
討
し
て
い

ま
す
。

③
被
災
地
は
、
東
日
本
全
体
に
広

が
っ
て
い
る
が
地
域
を
特
定
し
た
市

独
自
の
支
援
を
し
て
は

Ａ
■　

現
在
行
っ
て
い
る
県
や
市
長
会

を
通
じ
た
職
員
派
遣
に
加
え
、
他
の

被
災
地
等
か
ら
も
要
請
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
義
援
金
・
支
援
物
資
・
職

員
の
派
遣
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

鍔
本 

規
之
議
員
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Ｑ
■　

防
災
対
策
の
強
化
・
見
直
し
に

つ
い
て

　
「
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
」
を
前

進
さ
せ
る
た
め
地
域
防
災
計
画
の
抜

本
的
見
直
し
が
必
要
で
す
。

①
想
定
外
を
想
定
す
る
の
が
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
程
度
の
災
害
を
想
定
し
「
想
定

外
」
の
災
害
の
備
え
は

藤
原
・
市
長

Ａ
■　

最
大
震
度
と
し
て
震
度
６
弱
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
起

き
て
も
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
対
応
策
を
考
え
、
実
行
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
の
高
揚
に
向
け
防
災
訓
練

等
で
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
災
害
発
生
時
に
被
災
者
支
援
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
お
こ
な
う
た

め
の
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
・
運
用
は

Ａ
■　

他
の
自
治
体
に
お
い
て
運
用
実

績
も
あ
り
、
災
害
時
に
役
に
立
つ
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早

急
に
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
避
難
の
在
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て

イ
、
避
難
指
示
な
ど
の
発
令
基
準

や
伝
達
方
法
は

ロ
、
避
難
場
所
・
避
難
ル
ー
ト
の

整
備
充
実
を

Ａ
■　

イ
、
昨
年
８
月
「
避
難
勧
告
等

の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

ロ
、
避
難
場
所
の
耐
震
化
促
進
と

自
主
防
災
組
織
で
検
討
を
図
り
、
地

域
の
状
況
に
あ
っ
た
避
難
行
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
公
立
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
向

上
を

　

食
料
・
生
活
必
需
品
等
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
必
要
物
資
を
備
蓄
す
る

な
ど
、
避
難
生
活
に
必
要
な
諸
機
能

を
備
え
て
は

Ａ
■　

備
蓄
品
等
の
増
量
も
検
討
し
て

お
り
備
蓄
品
の
運
搬
と
合
わ
せ
公
立

学
校
施
設
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
■　

幼
保
一
体
化
「
こ
ど
も
園
」
の

対
応
は

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
取
り
組
み
に

地
域
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、
建
設
予

定
の
本
巣
地
域
の
保
育
園
は
、
幼
保

一
体
化
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

Ａ
■　

建
替
え
時
期
に
併
せ
て
「
認
定

こ
ど
も
園
」
制
度
を
導
入
し
、
幼
保

一
体
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た

神
海
保
育
園
に
お
い
て
も
「
保
育
園

型
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
の
導
入
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

  

舩
渡 

洋
子
議
員

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

今
回
の
震
災
を
教
訓
に

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
願
い
、
登
壇
し
た

９
議
員
が
防
災
な
ど
の
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
職
員
を
現
地

に
派
遣
し
、
復
旧
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
の
被
災
地

の
様
子
を
掲
載
し
、
一
日

も
早
い
復
旧
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

▲地盤沈下した街▲陸に打ち上げられた船
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１. 23 年度一般会計補正予算（第１号）
Q 住宅リフォーム助成金はいつから始まり、市民への周知等はどのように

　 されるのか

A ８月を目途に申込開始予定。また、７月開催の自治会長会や連合自治会

　  長会等で速やかに周知を図りたいと考えています。

Q 住宅リフォーム助成事業はいつまで継続される予定なのか

A 単年度ごとに考えていきたいと思います。

Q 住宅リフォーム助成金の申請の方法を簡素化してはどうか

A 助成事業の妨げにならないような申請方法を模索します。

産業建設
委員会協議会
6月23日（木）

協議案件（関係部分）

１. 23 年度一般会計補正

 　予算（第１号）

２. 消防団の組織と団員

　  の確保について           

３. 移住・定住の促進に 

　   ついて

総務企画
委員会協議会
6月24日（金）

協議案件（関係部分）

委員会活動

市場橋（根尾）　視察

山口水位観測所付近　視察 消防団員による水防訓練（根尾川左岸）

１. 23 年度一般会計補正予算（第１号）
Q 富有柿の里の一部を子どもセンターとして使用するのは、どのくらいの 

　  期間を想定しているのか

A 平成 25 年度までに子どもセンターの建替えを計画しているため、それま

　  での期間を一時的に使用する予定です。

Q 富有柿の里の開館時間（9 時～ 22 時）と子どもセンターの開館時間（８

　  時 30 分～ 17 時 30 分）の時間のズレをどのように解消するのか

A 富有柿センターの開館時間を 30 分早くする等、施設管理担当課と協議し

　 て進めていきます。

２. 真桑小学校埋蔵文化財発掘調査結果について

文教福祉
委員会協議会
6月27日（月）

協議案件（関係部分）

富有柿の里　視察



議会だより編集特別委員会　　◎舩渡洋子　○臼井悦子　村瀬明義　髙橋勝美　江崎達己
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